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【マラソン大会実行委員会】 

 自分たち

で「やる」と決

めたマラソン

大会を、どのよ

うに「やり遂げ

る」か。放課の

時間にも実行

委員が集まり、

話し合いが行われました。 

 

【11 月 26 日 通学団会】 

毎朝の登校の

様子はどうでし

ょう。時間に遅

れてしまった

り、歩くペース

が合わせられず

一人や二人で登

校する人が増え

ています。「今日だけ」は仕方のないことです

が、続くようでは何か問題があります。みんな

で気持ちよく、安全に登校できる学校をつくり

ましょう。見守り隊のみなさんにも、元気な声

で「おはようございます」が言えるといいです

ね。 

【11 月 26 日 4 年生防災の学習】 

長年、消防団

で活動されてい

るとみた潤様を

ゲストティーチ

ャーとしてお招

きして、防災の

学習を進めまし

た。 

 

【ご寄付をいただきます】 

市内穂ノ原のバスデイ株式会社様、岡崎信用

金庫様からご寄付のお申し出をいただきまし

た。破損して使えなくなっていたビブラホン

(鉄琴楽器)を新規でご購入いただく等、授業に

今すぐ必要なものの購入に充てさせていただ

きます。誠にありがとうございました。 

【11 月 28 日 指導員訪問】 

 豊川市の教育を推進する指導員の先生にお越

しいただき、授業をご覧いただきました。個別

最適な支援、協働の学び

等、子どもたちが 10 年後 20

年後の社会で生きていく力

をつけるために必要な視点

について学び合いました。 

2007 年生まれ（現 17 歳）

の日本人は二人に一人が 107 歳まで生きる（世

界第一位）という調査結果がアメリカの研究機

関から示されています。にわかには信じられな

い数字ではありますが、人生 100 年時代といわ

れる未来はこのようなものかもしれません。

我々大人が経験したことのない社会で子どもた

ちは生きていきます。主体的に考え、行動でき

る力を伸ばしていかねばなりません。 

 

【11 月 29 日 チーム担任制を学ぶ】 

 毎週水曜日に「チーム担任の日」として行っ

ている取組を、来年度からは完全実施すること

については既に皆様にはお知らせしています。

この取組についての教職員の学習会を行いまし

た。チーム担任制につい

てご指導をいただいてい

る前京都市立岩倉北小学

校長 三浦清隆先生に講

師としてお越しいただき

ました。 

 

【12 月 3 日 マラソン大会開催】 

 今年は学校のリーダ

ーである高学年の児童

が、「やる」と決め、

「どのように開催する

か」に取り組んだマラ

ソン大会です。「自分

の都合でなくみんなにとってどうか。今だけで

なく未来の自分たちにとってどうあるべきか。」

この視点がウェルビーイングです。そして「ど

のようにやり遂げるか」この行動がエージェン

シーです。子どもたちはこの 2 つの力を伸ばし

ました。温かいご声援をいただきました。あり

がとうございました。 


